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統合システムが良いのか、またはオープンビデオ管理システムのほうが良いのか
という議論は絶えず繰り返されている。統合システムとは、カメラのような前線ハ
ードウェアから後方のソフトウェアや周辺機器(DVR、中央管理ソフトウェア)をベ
ンダー１社が提供するソリューション。一方、オープンシステムはベンダー数社が
提供するため、カメラメーカーとソフトウェア会社は同一企業ではない。本誌では
この点について複数の企業から意見を聞いた。

統合システムを提供する企業の代表としてIndigo Vision社があげられる。CEOの
Oliver Vellacott氏は、｢オープンソリューションではいくつかのベンダーと取引する
ので、技術的問題が発生した際に担当企業に接触する必要がある。両方の方法には
ともに利点があるが、ベンダー１社に統合してもらうほうが理想的である｣と言う。

Milestone Systems社およびGenetec社の両社はオープンプラットホームを提供し
サードパーティのシステムもサポートしている。ベンダー１社がすべての要求に対
応できるとは限らないので、複数のサードパーティの製品も必要となる可能性があ
る。この柔軟に対応できるオープンソリューションの魅力を専門家に伝えている。

  最後に、ソニーでは両方のシステムにメリットがあると見ており、最終的な選択
はエンドユーザーに委ねると考えている。完全に統合したソリューションが理想的
だが、すべてのユーザーが不慣れなハードウェアや新しいユーザーインタフェース
を採用したシステムを導入したがっているわけではない。またオープンシステムは
各ベンダーの製品ごと個別のメンテナンスが必要で、これは時間を無駄に費やすこ
とにもなる。 

 このように各企業の考え方を理解することにより、これまでに議論されていたオ
ープンソリューションもしくは統合システムのどちらが優れているのかという問い
に対しある程度明確なアイデアが生まれたのではないだろうか。どちらが優れてい
て、どちらを採用するかという選択は読者の課題として残すことにしたい。
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H.263、H.264およびJPEG-2000のよう
な圧縮技術は標準化されていて、通常
IP CCTV産業に利用されている。これ
らのフォーマットはアナログビデオの
デジタル圧縮/圧縮解除のみ可能であ
り、デジタルビデオのリアルタイム再
生技術に対応しているわけではない。

IPビデオシステムはリアルタイムで
ネットワークで配信するにはデジタル
化した映像が要求される。そのために
送信および通信手順が必要になる。そ
れらの手順はコンピュータ情報のよう
にIPビデオとネット上で共存している
イーサネットIPネットワーク基準で配
信される。市場にはまだ専有のストリ
ーミング・プロトコルに依存している
標準圧縮技術を用いた多くの送信機器
が存在している。実は送信および通信
手順こそがシステムに存在する最も標
準化されていない要素であるが、これ
が多くの機能をもたらす役割を果たし
ているのだ。

通信手順には多くの基本的な命令が
用意されており、たとえばビデオ記録
の開始/終了、警報発信もしくはカメ
ラの水平可動撮影などを可能にしてい
る。全メーカーはそれぞれの通信手順

を利用しており、それなしではシステ
ムは動かすことができない。IPシステ
ムに画像分析を搭載することそしてプ
ロトコルの複雑性は劇的にに進歩して
いる。アナログビデオシステムにおい
てもビデオ送信は標準化されている
が、PTZおよびマトリクス制御を備え
ている必要がある。

実際のオープンシステムではビデオ
管理において、異なるベンダーの装置
と異なる通信手順を利用して共存させ
る必要があり、標準化されたソリュー
ションとは大きくかけ離れているとい
わざるを得ない。

シングルベンダーかマルチプ
ルベンダーか?

すべてのIPシステムは基本的に画像
伝送、記録およびビデオ管理ソフトウ
ェアの３つで構成している。

いくつかのメーカーは完全なソリュ
ーションアプローチを取っているが、
すべてのソフトウェアとハードウェア
を開発して試験を行い、シングル統合
システムとして販売しているのがシン
グルベンダーだ。その他の企業ではオ
ープンアプローチを採用していて、複

数のベンダーの製品を利用している
これによりビデオ管理ソフトウェア

アプリケーションは他の企業からの送
信機器、IPカメラなどと接続すること
ができる。これには下記の優位性が考
えられる。
・�複数企業の知的資源を利用すること

ができる。
・�ハードウェア構成機器のコストを抑

えることができる。
・�単独使用ソフトウェア提供会社は広

範囲に販売でき、ユーザーは投資
節約による利益を受けることができ
る。

・�ユーザーは開発の予定、アプリケー
ションバイアスにおいてもいかなる
ハードウェアメーカーに縛られるこ
とがない。

・�すでにインストールされているIPビ
デオシステムをサードパーティのハ
ードウェアを利用してアップグレー
ドすることができる。

・�特定のアプリケーションに対して最
適なIPカメラなど最良の選択ができ
る。
マルチベンダーによるアプローチは

一見賢明なソリューションのように見
えるが欠点も含んでいる。マルチベン
ダー・アプローチとは、通常多くの送
信機器やIPカメラ製造業者からの装置
と通信することができる独立したソフ
トウェアベンダーからビデオマ管理ソ
フトウェアを買うことを意味する。ハ
ードウェアはオープンだが、ユーザー
は未だ１つのソフトウェア開発会社と
結びついている。従ってシングルソー
ス・ソリューションの代わりにシング
ルソースビデオ管理ソフトウェアを持
っている。

これは良いことであるが、独立した
ソフトウェアベンダーは複数の企業か
ら提供されたハードウェアをまったく
制御することができない。標準化され
たものがないため、最初から最後まで
徹底的に制御することができるシング
ルベンダーと比べ、最良状態のシステ
ムを構築することができない。

多くの人が複数のベンダーによるソ
フトウェアアプリケーションは継ぎ目
がなく比較的安い構成機器の導入を可
能にしていると信じているようだ。し
かしマルチベンダー・システムには多
くの制限が付随しており、他の企業に
よる設備と共存させることは非常に難
しい。この種のシステムは、最も悪い
送信機器と同じぐらいの機能しか果た
せないのであり、全体の機能の成果を
低下させている。

事実多くのIPビデオシステムはマル
チベンダーによるソリューションを基
本としており、ハードウェアについて
は１社のものしか使用せず、そのよう
な制限を軽減し、システムの機能を向
上させている。

多くのIP CCTVシステムは送信機器
から復号器へのリアルタイム再生をす
るように、ハードウェアからハードウ
ェアへの通信が必要であり、これはフ
レキシブルかつスケーラブルなIPビデ
オシステムを提供するバーチャルマト
リックスに非常に重要なことである。
いかなるソフトウェアもこれら２つの
構成機器を統合することはできないの
で、どこへでもリンクするIPバーチャ
ルマトリックスの基本構成を否定して
しまう。

IP CCTVにおける最も高価な構成機
器はビデオマ管理ソフトウェアである

が、実際のコストは明らかではない。
また多くのベンダーで構築したシステ
ムに採用される設備の通信手順を共存
させることは、開発費をきわめて上げ
てしまう。したがってマルチベンダー
サポートにはプレミアム価格が設定さ
れており、顧客は彼らが使用する必要
もないハードウェアのサポート費とし
て費用が加算されている。

ビデオ管理ソフトウェアは他の異な
る技術と接続できることが要求され、
これにより増加する複雑さがシステム
の信頼性に影響を与え、サポート問題
が強調されることになる。マルチベン
ダー・システムは統合したサポートを
維持するため他の多くの企業との戦略
的な企業連合に大きく依存している。
もし何かがうまくできなくても、ユー
ザーは誰を非難するのか？たとえば新
たなビデオ管理ソフトウェアがリリー
スされた際に、どのようなファームウ
ェアがIPカメラに使用されるかという
問題について誰が責任を取ることがで
きるのだろうか。シングルベンダーに
よる完全なソリューションでは製品の
パフォーマンスにおける責任は明確で
あり、ユーザーはその企業を頼りにす
ればよいだけである。

シングルベンダーシステム
シングルベンダー・ソリューション

ベンダー１社もしくはベンダー数社が供給するIPビデオシステムの違いを理解することは、
ユーザーにとって非常に重要である。Indigo Vision社のCEO、Oliver Vellacott氏とそれぞれの
アプローチとシステムを選択することの利点と不利な点について議論した。

INDIGO Vision社 CEO＆代表取締役
Oliver Vellacott氏

IPビデオシステムの
正しい選択法

画像伝送設備はIP 
CCTVシステムの
中に欠かせない構
成機器である。

編集部

業
界の多くの人たちはオープ
ンビデオシステムもしくは
マルチベンダーIPビデオシ

ステムは、オープン業界標準の使用に
より相互運用性を可能にしていると信
じているようだが、これには根拠がな
い。標準化されたIPビデオは多くの側
面を持っている。MPEG-2、MPEG-4、



76  March 2008

DIGITAL SURVEILLANCE
デジタル監視

77  March 2008

におけるすべてのIPビデオ構成機器は
１社から提供され、ユーザーの選択肢
を減少させている。しかし、実際は多
くの構成機器は他のベンダーから選択
されている。多くのIP Videoシステム
はアナログカメラと送信機器モジュー
ルの組み合わせを採用していて、IPカ
メラ専用の場合とは異なっている。こ
の場合、ユーザーはコスト、規格、ブ
ランドでメーカーを選択している。

これと同じように、多くの企業にお
いてそれぞれのNVRソフトウェアが
他のIT構成で動くように設計されてお
り、ユーザーに対して低価格のPCか
らマルチレイドサーバーまで選べる選
択肢を提供している。IPビデオシステ
ムは他の企業のモニタ、キーボード、
ジョイスティックなど多岐にわたる多
種の接続機器も提供している。

もうひとつの誤った理解は、サード
パーティの製品と統合することはマル
チベンダーIPビデオシステムでは容易
に達成でき、シングルベンダーによる
システムでは閉鎖的であると解釈され
ていることだ。これはまったく事実と
は反しており、たとえば侵入者警報、
アクセス制御などIPビデオと他のシス
テムの統合は数多く行われており、ベ
ンダー１社によるソリューションで達
成されている。これはひとつのシステ
ムにおける異なった構成機器とソフト
ウェアが１社により対応されているか
らで、従って全体にわたって継ぎ目の
ない統合が可能になる。

IPビデオ市場においてマルチベンダ
ー・システムとシングルベンダー・シ
ステムに分けることは、ある意味にお
いてITネットワーキング市場での出来
事に類似している。

小規模な企業は往々にして複数企業
によるネットワーク設備を利用してい
ることが多く、日々コストによって仕
様を変更している。中規模または大規
模企業ではシステム全体の性能を向上
させ、コスト削減が可能なCisco社や
Hewlett-Packard社の製品への一本化
を採用する傾向にある。事実IPビデオ
において中規模以上のユーザーは、上
記の理由からシングルベンダーによる
ソリューションを選択している。

 
ビデオ分析のインテグレーション

IP ベースのビデオ管理システムは、
強力なビデオ分析が操作上中核の不可
欠な要素として、システムの中に完全
に統合されているため理想的なプラッ
トホームを提供している。優れたIPビ
デオソリューションは２つの不可欠な
モードにおいて実行できるビデオ分析
をサポートしている。ひとつは同時処
理(イベント発生時での検知)であり、
もうひとつは事後処理(録画された記
録から多岐にわたるシナリオをテスト
すること)である。

同時に分析を行うのに最適な場所
は、まさにコスト増なしに大規模化し
たソリューションであるとともに、ネ
ット帯域幅に依存することがない場所
すなわちカメラであることは明確であ
る。すべてのカメラが優れた処理機能
を備えることができるが、中央室での
リアルタイム処理は結局は衰退するだ
ろう。たとえばビデオ分析が組み込ま
れたカメラは現場の状況を監視でき、
空港において乗客が逆方向に歩いてい
る映像など特定の出来事を配信するこ
とができる。

事後分析機能を置く最適な場所はビ

デオ管理ソフトウェアを動作させる中
央サーバであり、これにより録画され
たビデオを何回も異なるパラメータで
検索することができる。両方のタイプ
ともにこれらの事後分析機能をビデオ
管理ソフトウェアにおいて完全に動作
させることができる。しかしマルチベ
ンダー・システムにおけるカメラに事
前に搭載してあるリアルタイム分析を
実行することは、ビデオ管理ソフトウ
ェアに接続する多数の制御手順の中で
必要とされる余分の複雑さのために非
常に難しくなる。

一見するとCCTVシステムを選択す
る際にはオープンあるいはマルチベン
ダーソリューションが最善のアプロー
チのように考えられ、ひとつの業者に
縛られずユーザーにさらに多くの選択
肢を与える機会をもたらしてくれる。
しかしさらに考察を深めてみると、完
全なソリューションもしくはシングル
ベンダーによるアプローチも多くの利
点があり、たとえば強靭性、多機能性
そしてシンプルなサポートなどを提供
している。そして多くの場合は価格を
かなり抑えることができる。

シングルベンダー・ソリューション
あるいはマルチベンダー・ソリューシ
ョンのどちらが良いかという議論は今
後も継続すると考えられるが、IPビデ
オ産業に拘わる大きな企業の多くは高
い効果があるシングルベンダー・シス
テムを提供していることを指摘するこ
とは興味深いことだ。そしてマルチベ
ンダー・システムの支持者は常に独立
したビデオ管理ソフトウェア関連のベ
ンダーであるということだ。

出展：Indigo Vision社




